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平
30
陳
情
第
３
号　
地
方
財
政
の
充
実

・
強
化
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

①
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の
財
政
需

要
に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確

保
を
図
る
こ
と
、
②
急
増
す
る
社
会
保

障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人
材
確
保
の
た

め
の
予
算
確
保
な
ど
を
行
う
こ
と
、
③

地
方
交
付
税
算
定
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
方
式
の
廃
止･

縮
小
を
含
め
た

検
討
を
行
う
こ
と
、
④
公
共
施
設
の
耐

震
化
や
緊
急
防
災
・
減
災
対
象
事
業
の

拡
充
と
十
分
な
期
間
の
確
保
を
行
う
こ

と
、
⑤
地
域
間
財
源
の
偏
り
を
是
正
す

る
た
め
、
解
決
策
の
協
議
を
進
め
る
こ

と
、
⑥
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
・
財

政
調
整
機
能
の
強
化
を
図
り
、
新
た
な

財
政
需
要
の
把
握
、
段
階
補
正
の
強
化

な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
全
国
市
長
会

や
神
奈
川
県
市
長
会
に
お
い
て
同
趣
旨

の
要
望
が
国
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
願

意
が
総
論
と
し
て
地
方
自
治
体
の
実
情

を
捉
え
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
庁
舎
の
清
掃
業
務
な
ど
の
民

平
30
陳
情
第
４
号　
神
奈
川
県
の
最
低

賃
金
に
関
す
る
陳
情

▼
願　
意

　

県
内
同
一
の
賃
金
額
で
あ
る
最
低
賃

金
制
度
を
、
各
事
業
者
の
業
種
別
の
経

営
実
態
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
地

域
別
業
種
別
の
き
め
細
や
か
な
制
度
と

し
、
不
均
衡
の
是
正
を
図
る
よ
う
国
や

県
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
３
号　
神
奈
川
県
最
低
賃

金
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

最
低
賃
金
制
度
を
地
域
や
小
売
業
な

ど
の
実
態
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な

制
度
と
し
、
地
域
間
や
業
種
別
に
よ
る

不
均
衡
の
是
正
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
や
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

間
委
託
が
進
む
本
市
で
は
、
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
方
式
の
影
響
が
小
さ
く
、
意
見

書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
本
市
の
実

情
に
即
し
た
内
容
と
す
べ
き
で
あ
る
。

」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号　
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け
る
人

材
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
的
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充

実
を
図
る
た
め
に
は
、
地
方
財
政
の
確

立
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

を
住
み
慣
れ
た
環
境
で
過
ご
せ
る
よ
う
、

年
金
収
入
の
み
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
に

対
す
る
家
賃
の
減
免
を
求
め
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、
団
地
別
整
備

方
針
書
の
更
新
に
当
た
っ
て
、
住
民
の

不
安
解
消
の
た
め
に
も
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で

あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
４
号　
神
奈
川
県
最
低
賃

金
の
改
定
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

経
済
の
好
循
環
実
現
の
た
め
、
神
奈

川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を
早
期

に
行
う
と
と
も
に
、
働
き
方
改
革
実
行

計
画
の
取
り
組
み
と
連
動
し
た
事
業
者

支
援
な
ど
を
図
る
よ
う
、
国
に
意
見
書

を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
要　
旨

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
の
た
め
、
教
職
員
定
数
改
善
、
教

育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

平
30
陳
情
第
６
号　
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

①
公
営
住
宅
収
入
階
層
に
準
ず
る
低

所
得
世
帯
に
対
し
、
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
法
に
基
づ
き
、
家
賃
の
減

免
を
適
用
す
る
こ
と
、
②
団
地
別
整
備

方
針
書
の
更
新
に
当
た
っ
て
は
、
地
方

自
治
体
や
居
住
者
自
治
会
と
十
分
に
話

し
合
い
、
三
者
合
意
を
得
る
こ
と
に
つ

い
て
国
や
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
老
後
の
生
活

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号　
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
実

現
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
Ｕ
Ｒ
賃

貸
住
宅
の
実
現
に
向
け
、
年
金
収
入
の

み
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
に
対
す
る
家
賃

の
減
免
を
求
め
る
と
と
も
に
、
団
地
別

整
備
方
針
書
の
更
新
に
当
た
り
、
居
住

者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
居
住
者

自
治
会
な
ど
と
の
協
議
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
国
と
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

財
源
を
確
保
し
、
一
定
水
準
の
教
育
を

受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
の
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
基
礎
定
数
化
を
含
め
た
計

画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
、
教

育
予
算
の
増
額
を
行
い
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
に
お
け
る
国
の
負
担
割

合
を
従
前
の
２
分
の
１
ま
で
拡
充
す
べ

き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見

た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
２
号　
教
職
員
定

数
改
善
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

平
30
陳
情
第
７
号　
子
供
た
ち
に
豊
か

な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
教
職
員

定
数
改
善
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充

を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

子
供
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

の
実
現
、
豊
か
な
教
育
環
境
整
備
の
た

め
、
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
、
教
育

予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
意

見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
子
供
た
ち
に

豊
か
な
学
び
の
環
境
を
創
出
す
る
た
め
、

平
30
陳
情
第
５
号　
神
奈
川
県
最
低
賃

金
の
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願　
意

　

経
済
の
好
循
環
実
現
の
た
め
、
神
奈

川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を
早
期

に
行
い
、
働
き
方
改
革
実
行
計
画
の
取

り
組
み
と
連
動
し
た
事
業
者
の
支
援
な

ど
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
２
号　
秦
野
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
建
議
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
将
来
を
担

う
若
い
世
代
や
多
様
な
人
材
が
議
員
を

志
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
議
員
活

動
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
月
額
を
引

き
上
げ
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
こ
の
条
例
の

公
布
の
日
以
後
最
初
に
そ
の
期
日
を
告

示
さ
れ
る
一
般
選
挙
に
よ
る
改
選
後
の

秦
野
市
議
会
議
員
の
任
期
が
始
ま
る
日

か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
国
民
の
実
質
賃
金
が
減
少
す
る
中
で

の
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
ま

た
、
改
選
ま
で
の
間
に
議
論
す
べ
き
で

あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
が
加
速
す

る
中
、
将
来
を
担
う
若
い
世
代
や
多
様

な
人
材
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
、
議
員
の
仕
事
が
魅
力

的
で
目
指
し
た
い
と
思
え
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
37
号　
秦
野
市
特
別
職
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び
秦
野
市
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

副
市
長
と
教
育
長
の
給
料
月
額
と
退

職
手
当
に
つ
い
て
、
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
建
議
を
踏
ま
え
、
減
額
措
置
を

廃
止
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
　
副
市
長
、
教
育
長
が
減
額
措
置
を

行
っ
た
時
点
と
現
在
の
財
政
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
減
額
を
実
施
し
た
理
由

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
の
財
政
状
況
に
変
化
は
な
い

と
い
う
認
識
で
あ
る
。
減
額
を
実
施
し

た
理
由
は
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
た
上

で
政
治
的
に
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
建
議
を
踏
ま
え
て
減
額
措
置
を
廃
止

す
る
判
断
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
実
現
を

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を

最
低
賃
金
の
改
定
を
早
期
に
行
い

経
済
の
好
循
環
の
実
現
を

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た

最
低
賃
金
制
度
の
導
入
を

陳

情

意

見

書

・

副
市
長
と
教
育
長
の
給
与
月
額
と

退
職
手
当
の
減
額
措
置
を
廃
止

議
会
へ
の
多
様
な
人
材
の
参
画
を
促
す
た
め

改
選
後
の
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
へ

地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
し

国
か
ら
の
支
援
強
化
を

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
・
５
面
に
も
掲
載

（

）

教職員定数改善の推進を

市議会議場




